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る毎日を経験してきた私にとって、「無駄」という言葉
は一番嫌いな言葉だった。その時間をトレーニングに当
てたり、計画を練る時間につかったり、勉強に充てるべ
きだと考えて生きてきた。これで正しいと思っていた
し、遊んでいる人を冷めた目で見る自分を悪くないと感
じていた。
しかし、実際に高校で働き始めると、本当に色々なこ
とが求められると感じた。授業の雑談はツカミであっ
て、実は重要であること。全く関係がないと思われた雑
談が、授業内容に結びついたときの快感はなかなかなも
のである。また、倉庫に蜂が出たら駆除しなければなら
ないこと。球技大会や、かるた大会などのイベントごと
に写真を撮ること。しかも、学年通信に写真を載せるた
め、ベストアングルで写真を撮らないといけないこと。
部活動で部員の代打として、少年の役をやらざる得な
かったこと…などなど。思い返せば、自分が採用試験の
ために準備してきたことは教員生活で必要なスキルの本
当に氷山の一角でしかないことを最初の一年で痛感し
た。教育の理論や、専門書ももちろん大切なのではある
が、それだけでなく、もっと幅広いことに興味を持って、
引き出しの多い人間にならなければと感じている。所属
している学年の副主任から、「有益な無駄」が大切なの
だとお話をいただいたことがある。教師が遊び心を持た
なければ楽しくないし、教師が楽しまなければ生徒はつ
いてこない。もし、大学生で教員を目指す人から「どん
なアルバイトを学生時代にすべきですか？」と聞かれれ
ば、とにかく色々なアルバイトをしろと言うと思う。も
ちろん、塾講師などをして、授業慣れするのもよいと思
うが、その他の色々な「無駄」と思われる仕事をしてい
ると、生徒に話してやれることがきっと多くなるはずで
ある。社会の教員になるのであれば、なおさら授業で話
せるネタは増えるはずだし、進路指導の面から見ても、
自分の経験で話せる部分が増えるはずである。引き出し
の多い人間になるには、膨大な時間がかかるが、ゆっく
り知識を重ねて、豊かな人間になりたいと考えるこの頃
である。
関西学院の校章は三日月であるが、それには新月が次
第に膨らんで満月になるように絶えず向上したいとの願
いが込められている。今の私はまだまだ満月にほど遠い
が、いつか綺麗な満月になれるよう、自分自身の引き出
しを増やしていかなければならないと感じている。そし
て、月は自ら光ることはできない。今、教師として働け
ているのも、家族や、同僚の先生方や、生徒たち、そし
て学生時代にお世話になった先生方のおかげであるとひ
しひしと感じている。
最後になりますが、このような文章を書く機会を与え
ていただき、本当にありがとうございました。自分自身
の今までの歩みを振り返る、とても良い機会となりまし
た。教職を目指す上で様々なサポートをしてくださった
柏原さんをはじめとする教職センターの皆様方、そして
小谷先生をはじめとする大学院の先生方、本当にありが
とうございました。良い意味で「無駄」を大切にし、授
業も、クラブも大切にできる、そんな教員を目指して、
今後も研鑽を積んでいきたいと思います。
（りきまる えいさく・兵庫県立舞子高等学校教諭）
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